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日時：2022年7月1日（金）～8月7日（日）
場所：川崎大師表参道、仲見世通り
日本全国の風鈴を集めて毎年7月に開催され
る「川崎大師風鈴市」。年々盛況を呈し、夏
の風物詩として関東近郊はもとより全国の皆
さまに親しまれています。表参道、仲見世通
りの各店舗にて、「店舗巡り」と称して開催
されます。
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第10回通常総会及び創立70周年記念式典

６月８日（水）公益社団法人川崎南法人会第10回６月８日（水）公益社団法人川崎南法人会第10回
通常総会が川崎日航ホテルにて開催しました。通常総会が川崎日航ホテルにて開催しました。
鈴木副会長の開会の挨拶で始まり、梶川修司会長を鈴木副会長の開会の挨拶で始まり、梶川修司会長を鈴木副会長の開会の挨拶で始まり、梶川修司会長を鈴木副会長の開会の挨拶で始まり、梶川修司会長を
議長として、松井総務委員長より決議事項として「令議長として、松井総務委員長より決議事項として「令議長として、松井総務委員長より決議事項として「令議長として、松井総務委員長より決議事項として「令
和３年度収支決算報告（含監査報告）承認の件」が報和３年度収支決算報告（含監査報告）承認の件」が報和３年度収支決算報告（含監査報告）承認の件」が報
告され、続いて報告事項として①「令和３年度事業報告され、続いて報告事項として①「令和３年度事業報告され、続いて報告事項として①「令和３年度事業報告され、続いて報告事項として①「令和３年度事業報告され、続いて報告事項として①「令和３年度事業報
告の件」②「令和４年度事業計画の件」③「令和４年告の件」②「令和４年度事業計画の件」③「令和４年告の件」②「令和４年度事業計画の件」③「令和４年告の件」②「令和４年度事業計画の件」③「令和４年告の件」②「令和４年度事業計画の件」③「令和４年告の件」②「令和４年度事業計画の件」③「令和４年告の件」②「令和４年度事業計画の件」③「令和４年告の件」②「令和４年度事業計画の件」③「令和４年
度収支予算の件」が報告され、満場一致で原案どおり度収支予算の件」が報告され、満場一致で原案どおり度収支予算の件」が報告され、満場一致で原案どおり度収支予算の件」が報告され、満場一致で原案どおり
可決承認されました。可決承認されました。可決承認されました。可決承認されました。
次に令和3年度会員増強の表彰に移り、会長から会次に令和3年度会員増強の表彰に移り、会長から会
員増強にご尽力された方々と受託保険会社に対して、
会長から感謝状と記念品が贈呈されました。ご来賓の
川崎南税務署の兼頭智子署長の祝辞、神奈川県川崎県
税事務所の八木英介所長、東京地方税理士会川崎南支
部の西谷祐二支部長からご挨拶をいただきました。

通常総会に続いて多数のご来賓ならびに会員列席のもと公益社団法人川崎
南法人会創立70周年記念式典を開催しました。会長式辞に続いて当会の発
展に功績のあった功労者、退任役員、永年勤続役員に感謝状が贈られました。
次にご来賓の川崎南税務署の兼頭智子署長、川崎市の福田紀彦市長、衆議院
議員の田中和徳氏、一般社団法人神奈川県法人会連合会の石崎明会長からご
祝辞をいただきました。

令和３年度　会員増強に伴う感謝状の贈呈
個人の部 （順不同）
【銀賞】
　菊三建設株式会社� 中村　光一様
【銅賞】
　株式会社創信建築事務所� 森本　和樹様
　山次工業株式会社� 山口　幸太様
　第一ハウジング株式会社� 加藤　　豊様
　株式会社川崎保険センター� 小林　剛一様
【努力賞】
　株式会社ツインズシステム� 増田　敏雄様
　株式会社仙崎鉄工所� 沼　　りえ様
　大川原建設株式会社� 大川原　久様
　有限会社佐野商店� 鈴木　康伸様
　株式会社石川商事� 石川　弘行様様
　サツマ工業株式会社� 梶川　修司梶川　修司様
団体の部団体の部
　大同生命保険　大同生命保険株式会社�株式会社� 川崎南営業所様様
　ＡＩＧ損害保険　ＡＩＧ損害保険　ＡＩＧ損害保険　ＡＩＧ損害保険株式会社�株式会社� 横浜支店横浜支店横浜支店横浜支店様様
　アフラック生命保険　アフラック生命保険　アフラック生命保険　アフラック生命保険株式会社� 横浜総合支社株式会社� 横浜総合支社株式会社� 横浜総合支社株式会社� 横浜総合支社様様

令和４年度　全法連・県法連功労者表彰者
【全法連　会長賞受彰者】
　井口　年英様� 正栄工業株式会社
　篠塚　　豊様� 九重電気株式会社
【県法連　会長賞受彰者】
　岩瀬　雪男様� 岩瀬工業株式会社
　窪田隆太郎様� 株式会社久保田酒店
　阿部いよ子様� 有限会社阿部自動車

兼頭　智子　署長 福田　紀彦　市長 田中　和徳　議員 石崎　明　会長

梶川 修司　会長
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第10回通常総会及び創立70周年記念式典

Ⅰ　基本方針
　（公益事業の推進）　（公益事業の推進）
（１）　税知識の普及をはじめとする健全な納税者団体とし（１）　税知識の普及をはじめとする健全な納税者団体とし

ての公益事業を積極的に推進するとともに、地域企業ての公益事業を積極的に推進するとともに、地域企業
の発展・地域社会への貢献を高め、会員企業の緊密なの発展・地域社会への貢献を高め、会員企業の緊密な
交流を通じ、もって公益法人としての社会的使命を果
たすことに努める。

　（税務行政への協力）
（２）　税務当局との連絡協調を保ち、あらゆる機会を通じ

て納税者と税務当局の間の相互理解の醸成に努め、ま
た広く税務知識の普及を通じて納税道義の高揚を図り
公正な税制と円滑な税務行政に寄与する。

　（租税負担の合理化）
（３）　中小企業の租税負担の軽減と合理・簡素化及び適正

公平な税制確立のため、会員の要望意見を徴するとと
もに、税制の研究に努め、税制改正要望事項の達成を
期する。

　（経理知識の普及）
（４）　企業経営の健全化並びにその発展向上に資するため、

当会は経営、経理、労務及び税務に関する講習会、研
修会の事業活動を積極的に行うとともに適正な申告の
普及と指導に努める。

Ⅱ　重点事項
１　組織関係
（１）　本部・支部・部会役員が一丸となり、会員増強運動

を推進し、組織の拡大強化を図り目標達成に努める。
（２）　支部機能と部会活動の強化をはかることにより、法

人会事業への積極的参加を図る。人会事業への積極的参加を図る。
２　事業関係
（１）　税制・税務会計並びに経理に関する研修会、講習会

を開催する。
（２）　税務・法律などの無料相談をはじめ、企業経営に役

立つ税務・経営・労務・経済等の講演会、セミナー等
を開催する。併せて、会員の多様化するニーズに応え
るため文化的活動等も行い、共益事業の充実を図る。

（３）　公益法人として地域社会に貢献するため、公益事業
を行うほか、地域が実施する事業へ協賛・参加する。

３　福利厚生関係
（１）　企業及び経営者のリスクを守るため、様々なテーマ

で会員向け事業を展開し、経営者大型保障制度の普及
推進を図る。

（２）　会員企業の経営者・従業員のための生活習慣病の検
診を実施する。

４　広報活動関係
（１）　機関誌を通じ、会員との連携を一層密にし、事業参

加の意識を高めるとともに、公益法人として積極的な
広報に努める。

（２）　「ｅ－Ｔａｘ」の普及促進に資するため、役員企業
をはじめ会員の利用率向上を図る。

（３）　租税教育については、次代を担う小・中学校等の児
童・生徒に国や地方公共団体の財政を支える「税」に
ついての関心を高め、その意義・役割について理解を
深めてもらうとともに、積極的な実施に努める。

Ⅲ　主要事業計画
１　税知識の普及を目的とする事業（公益１－１）１　税知識の普及を目的とする事業（公益１－１）
（１）　新設法人説明会（１）　新設法人説明会
（２）　決算法人説明会（２）　決算法人説明会
（３）　租税教室
（４）　法人税申告書の見方・書き方研修会
（５）　女性部会税務研修会
（６）　源泉部会税務研修会
（７）　支部税務研修会
２　納税意識の高揚を目的とする事業（公益１－２）
（１）　税の絵はがきコンクール
（２）　納税表彰式
（３）　「税を考える週間」広報活動
（４）　川崎市民祭り租税教育活動
（５）　税に関する作文の表彰
（６）　機関誌による税情報の発信
（７）　幸区民祭り租税教育活動
３　税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事

業（公益１－３）
（１）　法人会全国大会
（２）　公益財団法人全国法人会総連合税制セミナー
（３）　三者会議
（４）　全国青年の集い
（５）　全国女性フォーラム

１　地域企業の健全な発展に資する事業（公益　２）
（１）　実務経理セミナー
（２）　初級簿記講習会
（３）　パソコン講習会（３）　パソコン講習会
（４）　研修会セミナー
（５）　インターネットセミナー
（６）　青年経営者のための実務セミナー
（７）　無料税務・法律相談

１　地域社会への貢献を目的とする事業（公益　３）
（１）　県連森林再生事業
（２）　米海軍第七艦隊音楽隊コンサート
（３）　救急救命講習会

１　会員の交流及び福利厚生に資するための事業（共益）
（１）　新年賀詞交歓会
（２）　本部ゴルフ大会
（３）　本部施設見学会
（４）　部会施設見学会
（５）　支部企業交流会
（６）　部会企業交流会
（７）　理事・委員会・委員（交流会）
（８）　会員増強活動
（９）　支部報告会
（10）　経営者大型保障制度の普及推進
（11）　ビジネスガードの普及推進
（12）　がん保険制度の普及推進
（13）　貸倒保険制度の普及推進
（14）　成人病診断事業
（15）　総合火災共済
（16）　福利厚生共済
（17）　一般社団法人神奈川県法人会連合会税制問題研究会

令 和 4 年 度  事 業 計 画 書令 和 4 年 度  事 業 計 画 書
（令和４年４月１日～令和５年３月31日） （令和４年４月１日～令和５年３月31日） 
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ୈ��ճ௨ৗ૯会ٴͼ૑ཱ��प೥ه೦ࣜయ

Պɹɹɹɹɹ໨Պɹɹɹɹɹ໨ 本年౓༧ࢉ本年౓༧ࢉ લ年౓༧ࢉલ年౓༧ࢉ 増減
ᶗɽҰൠਖ਼ຯݮ૿࢈ࡒͷ෦ᶗɽҰൠਖ਼ຯݮ૿࢈ࡒͷ෦
ᾜɽܦৗ૿ݮͷ෦
ʢᾜʣܦৗऩӹʢᾜʣܦৗऩӹ
̍ɽಛఆ࢈ࢿӡ༻ӹ 4,000 4,000 －
（̍）特定資産受取利ଉ 4,000 4,0004,000 ʵ
（２）特定資産受取௞आྉ
̎ɽडऔձඅ 25,500,000 25,060,000 440,000
（̍）ਖ਼会һ受取会費 24,400,000 24,000,000 400,000400,000
（２）特ผ会һ受取会費
ॿ会һ受取会費ࢍ（̏） 1,100,000 1,0�0,000 40,000
̏ɽۀࣄऩӹ 7,114,300 5,795,800 1,318,500
収益ۀࣄम会ݚ（̍） 552,800 552,800 ʵ
（２）੒人ප検਍ۀࣄ収益 4�0,000 4�0,000 ʵ
収益ۀࣄ保険代ཧࡁڞ（̏） 1,000,000 850,000 150,000
（４）会һ਌ກۀࣄ収益 5,1�1,500 �,���,000 1,1�8,500
̐ɽडऔิॿۚ 20,328,400 19,970,300 358,100
（̍）受取全๏࿈ิॿ金 ʵ ʵ ʵ
（２）受取ݝ๏࿈ิॿ金 1,�00,000 1,�00,000 ʵ
（̏）受取全๏࿈ॿ੒金ৼସֹ 18,428,400 18,070,�00 �58,100
5ɽࡶऩӹ 725,150 725,060 90
（̍）受取利ଉ 150 �0 �0
ྉ収益ࠂ޿（２） �50,000 �50,000 ʵ
収益ࡶ（̏） �75,000 �75,000 ʵ

ৗऩӹ計ܦ 53,671,850 51,555,160 2,116,690
ʢᾝʣܦৗඅ༻
̍ɽެӹ໨తۀࣄ 33,028,071 34,271,480 ˚�1,243,409
੫ؔ࿈Λ໨తͱ͢Δۀࣄ 21,923,652 22,753,079 ˚�829,427
給ྉख当 7,888,000 8,041,000
ୀ৬給付費用 �4�,�00 ��2,200
෱利ްੜ費 1,22�,�00 1,182,500
ཱྀ費ަ௨費 1,174,200 1,458,�10
௨৴ӡൖ費 ��8,400 �7�,800
減Ձঈ٫費 �8,�44 15,755
ফ໣ॄثඋ඼費 1��,200 �14,�00
ফ໣඼費 ��4,000 ��0,500
मસ費 �2,800 47,�00
ҹ࡮੡本費 2,4�2,000 2,4��,500
ޫ೤ਫྉ費 �2,480 8�,870
௞आྉ 82�,�00 �02,800
務所؅ཧ費ࣄ 24,400 21�,�00
会場費 277,500 2�7,500
保険ྉ 8�,7�8 88,451
ॾँ金 1,2��,000 1,20�,�00
ે税公課 4,880 ʵ
会ٞ費 1�7,000 1�7,000
ҕୗ費 2,�07,500 1,��7,500
務ҕୗ費ࣄ 180,��0 184,470
支෷負担金 �45,000 ���,000
એ఻費ࠂ޿ 24,128 24,5��
新聞ਤॻ費 4,�40 4,257
Ϧースྉ 580,000 ��1,100
ି౗ଛࣦ 1�5,�72 �01,5�0
支෷ख数ྉ支෷ख数ྉ 2�2,0002�2,000 4�5,1�04�5,1�0
費ࡶ 55,�80 �4�,280

஍Ҭۀاͷ݈શͳൃలʹ͢ࢿΔۀࣄ 7,579,871 7,603,196 ˚�23,325
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෱利ްੜ費 42�,�00 �75,000
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௞आྉ 187,000 20�,500
務所؅ཧ費ࣄ 5,500 4�,500
会場費 2�0,000 �00,400
保険ྉ �0,2�4 28,050
ॾँ金 2,08�,800 2,227,�00
ે税公課 1,100 ʵ
会ٞ費
ҕୗ費 �0�,500 40�,500
務ҕୗ費ࣄ ��,180 58,500
支෷負担金
એ఻費ࠂ޿ 8,424 7,800
新聞ਤॻ費 1,�20 1,�50
Ϧースྉ 202,500 105,000
ି౗ଛࣦ ʵ ʵ
支෷ख数ྉ 81,000 1�8,000
費ࡶ 1�,440 204,000

஍Ҭࣾձ΁ͷݙߩΛ໨తͱ͢Δۀࣄ 3,524,548 3,915,205 ˚�390,657
給ྉख当 1,275,000 1,��0,000
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支෷ख数ྉ支෷ख数ྉ �7,500 7�,�00
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ᶘ　ࢦఆਖ਼ຯ࢈ࡒͷ෦
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一般ਖ਼ຯ財産へのৼସֹ ˚ 18,428,400 ˚ 18,070,�00 ˚ �58,100
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ᶙ　ਖ਼ຯظ࢈ࡒ຤ߴ࢒ 92,707,667 77,987,734 14,719,933

令和4年度　正ຯ財ݮ૿࢈計ࢉ༧ࢉॻ
令和4年4月1日から令和5年3月31日まで

（単位：円）

5

੫੍վਖ਼ʹؔ͢ΔΞϯέʔτ݁Ռ

ʲ෼ɹྨʳ
˙�会һ۠෼ ੫੍ҕһ ໾һʢ੫੍ҕһΛআ͘ʣ Ұൠձһ 合　計

回答数 1,723 5,745 3,816 11,284
構成比 15.3% 50.9% 33.8% 100%

˙�ओͨΔۀछ ੡଄ۀ ࢈ઃɾ౔໦ɾෆಈݐ Էചɾখചɾҿ৯ αʔϏε ͦͷଞ 合　計
回答数 2,303 3,270 2,534 2,241 1,266 11,614
構成比 19.8% 28.2% 21.8% 19.3% 10.9% 100%

˙�資ຊ金 ̍ઍສԁ
ҎԼ

̍ઍສԁ௒ʙ
̑ઍສԁҎԼ

̑ઍສԁ௒ʙ
̍ԯԁҎԼ

̍ԯԁ௒ʙ
̏ԯԁҎԼ

̏ԯԁ௒ʙ
̑ԯԁҎԼ ̑ԯԁ௒ 合　計

回答数 5,515 4,793 822 134 70 259 11,593
構成比 47.6% 41.3% 7.1% 1.2% 0.6% 2.2% 100%

һ਺ۀै�˙ 4ਓҎԼ 5ʙ19ਓ 20ʙ99ਓ 100ʙ299ਓ 300ਓҎ্ 合　計
回答数 2,445 4,094 3,696 891 481 11,607
構成比 21.1% 35.3% 31.8% 7.7% 4.1% 100%

˙�લۀࣄ೥度ͷਃࠂঢ়گ ࠂਃࣈࠇ ੺ࣈਃࠂ 回答อཹɾͦͷଞ 合　計
回答数 7,860 2,879 810 11,549
構成比 68.1% 24.9% 7.0% 100%

問̍ ๏ਓ税／๏ਓ税཰
的な最௿税率を15ˋにઃ定することで合意し、長年にわたりࡍ年10݄、̤̘̙̚Ճໍ国をؚΉ1��カ国ɾ地Ҭは、๏人税の国ࡢ

֤国でଓいてきた๏人税のҾ下͛ڝ૪にࢭࣃめがかかることとなりました。
一方、イΪϦスではίϩナՒで悪化した財政ঢ়گを受͚、財政健全化に͚޲て๏人税率1�ˋを最

高25ˋにҾ上͛る、またΞϝϦカでは࠶ࡁܦੜのための財源として、๏人税率を28ˋ（現行21ˋ）
にҾ上͛るಈきがあります。今後の೔本の๏人税率（2��2ˋ）のあり方についてどう考えますか。
ᶃ　法人੫཰ΛҾԼ͛Δ ᶄ　ߦݱਫ४Ͱྑ͍　　ᶅ　法人੫཰ΛҾ্͛Δ 
ᶆ　Θ͔Βͳ͍  ᶇ　ͦͷଞ

① ② ③ ④ ⑤ 合　計
回答数 3,969 5,887 1,003 789 135 11,783
構成比 33.7% 50.0% 8.5% 6.7% 1.1% 100%

問2 தখ͚޲ۀا税制
令和̑年౓税੍վਖ਼を検討するにあたり、中খ͚޲ۀاの税੍で特に重視すべき点について、以下

より２つ以内で選んで下さい。
ᶃ　法人੫ͷܰݮ੫཰ͷಛྫʢ��ˋʣͷຊଇԽ౳ ᶄ　ઃඋ౤ࢿɾڀݚ։ൃΛଅਐ͢Δ੫੍ͷ֦ॆ
ᶅ　ޏ༻֦େɾ௞ۚҾ্͛Λଅਐ͢Δ੫੍ͷ֦ॆ ᶆ　໾һڅ༩ͷଛۚࢉೖͷ֦ॆ
ᶇ　ަࡍඅ՝੫ͷଛۚࢉೖ࿮ͷ֦େ ᶈ　ܽଛۚͷ܁໭ؐ෇੍౓ͷ֦ॆ
ᶉ　ͦͷଞ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ᶉ 集計枚数
回答数 5,136 4,544 5,075 2,672 1,485 2,036 259 11,824
回答率 43.4% 38.4% 42.9% 22.6% 12.6% 17.2% 2.2% －

※回答率は、回答数を集計枚数（11,824枚）で除した数字である。

問3 ๏ਓؔۀا／܎ͷ௞্͛
令和４年౓税੍վਖ਼では、「੒長と෼配の޷॥؀」の࣮現に͚޲て、ੵ 極的な௞上͛等をଅすための税੍ાஔがߨじられました。ྫえ͹、

中খۀاにお͚る所得֦大ଅ進税੍では、一定以上の௞上͛（ޏ用者給与等支給ֹがલ年౓ൺ1�5ˋ以上）等を行った場合、給与等
支給増Ճֹの最大40ˋを税ֹ߇除できるાஔに֦ॆされました。また、政府が࣮ࢪする෺඼ௐୡや
公ࣄ޻ڞなどの入ࡳでは、௞上͛を行うۀاを༏۰する੍౓も検討されています。あなたの会社では
今年の௞上͛についてどう対応しますか。
①　税੍が見直さΕた͜とを౿ま͑、௞上げを͑ߟている　
②　税੍の見直しにかかわらず௞上げする	
③　税੍が見直さΕても௞上げはしない
④　その他

① ② ③ ④ 合　計
回答数 2,938 4,694 2,585 1,552 11,769
構成比 24.9% 39.9% 22.0% 13.2% 100%

①
33.7%

②
50.0%

③
8.5%

④
6.7%

⑤
1.1%

①
2 4.2 %

②
2 1.4%③

2 3.9 %

④
12 .6%

⑤
7.0%

⑥
9 .6%

ᶋ
1.2 %

①
2 4.9 %

②
39 .9 %

③
2 2 .0%

④
13.2 %

令和５年度 　税制改正に関するアンケート結果（最終集計）

公益財団法人　全国法人会総連合
集計期間：３月10日～５月13日到着分　　集計枚数：11,824枚
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令和５年度 　税制改正に関するアンケート結果（最終集計）

公益財団法人　全国法人会総連合
集計期間：３月10日～５月13日到着分　　集計枚数：11,824枚
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問̐ ೲ税༛༧制度／ܧঝۀࣄ
ฏ੒�0年౓税੍վਖ਼では、中খۀاの代ସわりをଅ進するため、10年ؒの特ྫાஔ（令和̕年12
݄຤೔まで）として、૬ଓ税ɾଃ与税のೲ税༛༧੍౓の抜本的な֦ॆ（全株式を対৅にೲ税༛༧ׂ合
が100ˋ）が行われました。本特ྫ੍౓を適用するためには、令和̒年݄̏຤೔までに「特ྫঝܧ計ը」
をఏ出する必要がありますが、あなたの会社のۀࣄঝܧのঢ়گについてお聞かせください。
①　ಛྫঝܭܧըをఏ出した	 ②　͜Εからಛྫঝܭܧըをఏ出する༧ఆである
③　ຊಛྫ੍度をద用しないで事業ঝܧを行う	 ④　౰໘、事業ঝܧを行う༧ఆはない
⑤　事業をঝܧしない	 ⑥　その他

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 合　計
回答数 370 1,618 2,462 5,063 830 1,418 11,761
構成比 3.1% 13.8% 20.9% 43.0% 7.1% 12.1% 100%

問̑ 税制ܧঝۀࣄ／ܧঝۀࣄ
政府は、ۀࣄঝܧをଅ進するための税੍支ԉ策をߨじています。これまでのվਖ਼を踏まえて、ۀࣄঝܧ税੍について特に重視す
べき点を２つ以内で選んで下さい。
①　͜Εまでのվਖ਼でे෼であり、౰໘は利用状گ等を஫ࢹする
②　૬ଓ࣌ਫ਼ࢉ課税੍度なͲੜલଃ༩੍度のߋなる拡充をٻめる
③　ೲ税༛༧੍度のಛྫાஔのߋなる拡充やద用ݶظのԆ௕をٻめる
④　Ԥभओཁࠃのように、事業用資産を他のҰൠ資産と੾り཭し、事業用資産への課税を軽減あるい
は免আする੍度の૑ઃをٻめる

⑤　その他
① ② ③ ④ ⑤ 集計枚数

回答数 1,492 5,701 3,457 6,124 956 11,824
回答率 12.6% 48.2% 29.2% 51.8% 8.1% －

※回答率は、回答数を集計枚数（11,824枚）で除した数字である。

問̒ ফඅ税／インϘイε制度ᶃ
令和̑年10݄̍೔から適֨੥求ॻ等保ଘ方式（いわΏるインϘイス੍౓）がಋ入されます。ಉ੍౓は、
໔税ۀࣄ者（課税ച上高1,000ສ円以下）からの࢓入れについては、࢓入税ֹ߇除することができな
くなることや、ࣄ務負担の増Ճなどの問題がࢦఠされています。インϘイス੍౓がಋ入されることに
ついて、どう考えますか。
①　ಋೖにはࢍ੒である	 ②　ಋೖには൓対である
③　わからない	 ④　その他

① ② ③ ④ 合　計
回答数 3,102 4,765 3,479 393 11,739
構成比 26.4% 40.6% 29.6% 3.4% 100%

問̓ ফඅ税／インϘイε制度ᶄ
インϘイス੍౓のಋ入にࡢ、͚޲年10݄より「適֨੥求ॻൃ行ۀࣄ者」の登録申੥が始まりました。
あなたの会社にお͚る登録申੥༧定をお聞かせください。
①　課税事業ऀであり、登録申੥をする（ຢは登録申੥した）
②　免税事業ऀではあるが、課税事業ऀとなͬて登録申੥をする（ຢは登録申੥した）
③　免税事業ऀであるが、登録申੥をするかݕ౼中である
④　登録申੥をする༧ఆはない
⑤　その他

① ② ③ ④ ⑤ 合　計
回答数 8,281 262 740 1,460 968 11,711
構成比 70.7% 2.2% 6.3% 12.5% 8.3% 100%

問̔ ফඅ税／インϘイε制度ᶅ
課税ۀࣄ者の方（現ࡏは໔税ۀࣄ者ではあるが、課税ۀࣄ者となる༧定の方もؚΉ）にお聞きしま
す。インϘイス੍౓ಋ入後の໔税ۀࣄ者との取Ҿについてお考えをお聞かせください（໔税ۀࣄ者の
方は、ۭཝのままで݁構です）。
①　͜Εまでとมわりな͘取引を行う	
②　課税事業ऀにならなけΕ͹取引は೉しい
③　̒೥ؒのܦաાஔがऴྃするまでは取引を行うが、そのޙについてはݕ౼していない
④　取引をするかしないかについてݕ౼していない	
⑤　その他

① ② ③ ④ ⑤ 合　計
回答数 4,797 1,526 2,176 2,074 677 11,250
構成比 42.6% 13.6% 19.4% 18.4% 6.0% 100%
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問９ 金融所得課税
政府は、一般投資家に配慮しつつ、市場への影響等も踏まえながら、金融所得（配当金、利子、株式

譲渡益など）に対する課税のあり方について検討することとしています。金融所得課税を見直すことに
ついて、どう考えますか。
①　金融所得への課税を強化する	 ②　現状のままでよい
③　金融所得への課税を軽減する	 ④　わからない
⑤　その他

① ② ③ ④ ⑤ 合　計
回答数 1,972 4,285 3,634 1,709 159 11,759
構成比 16.8% 36.4% 30.9% 14.5% 1.4% 100%

問10 地方税／固定資産税
地方の自主財源として大きなウエイトを占める固定資産税は、その税収が景気に左右されないことか

ら地方税に適していると言われています。その一方で、負担感の高まりなどから抜本的な見直しが必要
との意見があります。固定資産税を見直すとした場合、特に重視すべき点を２つ以内で選んで下さい。
①　商業地等の宅地の評価方法を見直す	 ②　家屋の評価方法を見直す
③　償却資産（事業用資産）への課税は廃止を含めて見直す	 ④　免税点を大幅に引き上げる
⑤　わからない	 ⑥　その他

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 集計枚数
回答数 3,864 4,103 6,634 1,900 1,298 301 11,824
回答率 32.7% 34.7% 56.1% 16.1% 11.0% 2.5% －

※回答率は、回答数を集計枚数（11,824枚）で除した数字である。

問11 マイナンバーカード
政府は、マイナンバーカードを新規に取得した方、健康保険証としての利用申込みを行った方、公金

受取口座の登録を行った方にマイナポイントを付与するなどのカード普及策を行っています。この普及
策についての考えをお聞かせください。
①　マイナンバーカードを取得し（取得しており）、健康保険証のみ利用申込みする
②　マイナンバーカードを取得し（取得しており）、公金受取口座のみ登録する
③　マイナンバーカードを取得し（取得しており）、健康保険証と公金受取口座の登録だけを行う
④　マイナンバーカードを取得し（取得しており）、上記①～③以外にも各種登録を行う
⑤　マイナンバーカードは取得する（取得している）が、各種登録は行わない
⑥　普及策にかかわらず、マイナンバーカードは取得しない

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 合　計
回答数 2,019 370 1,468 3,071 3,168 1,574 11,670
構成比 17.3% 3.2% 12.6% 26.3% 27.1% 13.5% 100%

問12 財政健全化
我が国の財政は国と地方の長期債務残高が1,200兆円を超し、先進国の中でも突出して悪化しています。

さらに、2022年より団塊の世代が後期高齢者に入ることから、今後、医療と介護の給付費が急増する
ことが見込まれています。我が国は先進国で最速のスピードで少子高齢化が進み、かつ人口が減少する
という極めて深刻な構造問題を抱えています。将来世代への負担の先送りを回避するため、財政健全化
をどう進めるべきだと考えますか。
①　歳出の削減と負担増の両方で対応する	 ②　税の自然増収と歳出削減で対応する
③　歳出削減を中心に対応する	 ④　負担増を中心に対応する
⑤　わからない	 ⑥　その他

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 合　計
回答数 4,189 2,083 3,339 411 1,093 572 11,687
構成比 35.8% 17.8% 28.6% 3.5% 9.4% 4.9% 100%

問13 社会保障制度
令和４年には団塊の世代が75歳以上の高齢者になり始めるなど、社会保障給付費の急増が見込まれ

ています。政府は、給付は高齢者中心、負担は現役世代中心というこれまでの社会保障の構造を見直し、
少しでも多くの人に「支える側」に回ってもらうことや、能力に応じた負担を求めることとしています。
社会保障の給付と負担のバランスについてどう考えますか。
①　給付水準を大幅に引下げ、負担も減らす	 ②　給付水準をある程度下げて、現行の負担を維持する
③　現行の給付水準を保つため、ある程度の負担の増加はやむを得ない
④　給付水準をさらに拡充させ、大幅な負担の増加もやむを得ない
⑤　わからない	 ⑥　その他

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 合　計
回答数 1,534 4,280 4,161 355 829 563 11,722
構成比 13.1% 36.5% 35.5% 3.0% 7.1% 4.8% 100%
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問̐ ೲ税༛༧制度／ܧঝۀࣄ
ฏ੒�0年౓税੍վਖ਼では、中খۀاの代ସわりをଅ進するため、10年ؒの特ྫાஔ（令和̕年12

݄຤೔まで）として、૬ଓ税ɾଃ与税のೲ税༛༧੍౓の抜本的な֦ॆ（全株式を対৅にೲ税༛༧ׂ合
が100ˋ）が行われました。本特ྫ੍౓を適用するためには、令和̒年݄̏຤೔までに「特ྫঝܧ計ը」
をఏ出する必要がありますが、あなたの会社のۀࣄঝܧのঢ়گについてお聞かせください。
①　ಛྫঝܭܧըをఏ出した	 ②　͜Εからಛྫঝܭܧըをఏ出する༧ఆである
③　ຊಛྫ੍度をద用しないで事業ঝܧを行う	 ④　౰໘、事業ঝܧを行う༧ఆはない
⑤　事業をঝܧしない	 ⑥　その他

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 合　計
回答数 370 1,618 2,462 5,063 830 1,418 11,761
構成比 3.1% 13.8% 20.9% 43.0% 7.1% 12.1% 100%

問̑ 税制ܧঝۀࣄ／ܧঝۀࣄ
政府は、ۀࣄঝܧをଅ進するための税੍支ԉ策をߨじています。これまでのվਖ਼を踏まえて、ۀࣄঝܧ税੍について特に重視す

べき点を２つ以内で選んで下さい。
①　͜Εまでのվਖ਼でे෼であり、౰໘は利用状گ等を஫ࢹする
②　૬ଓ࣌ਫ਼ࢉ課税੍度なͲੜલଃ༩੍度のߋなる拡充をٻめる
③　ೲ税༛༧੍度のಛྫાஔのߋなる拡充やద用ݶظのԆ௕をٻめる
④　Ԥभओཁࠃのように、事業用資産を他のҰൠ資産と੾り཭し、事業用資産への課税を軽減あるい
は免আする੍度の૑ઃをٻめる

⑤　その他
① ② ③ ④ ⑤ 集計枚数

回答数 1,492 5,701 3,457 6,124 956 11,824
回答率 12.6% 48.2% 29.2% 51.8% 8.1% －

※回答率は、回答数を集計枚数（11,824枚）で除した数字である。

問̒ ফඅ税／インϘイε制度ᶃ
令和̑年10݄̍೔から適֨੥求ॻ等保ଘ方式（いわΏるインϘイス੍౓）がಋ入されます。ಉ੍౓は、

໔税ۀࣄ者（課税ച上高1,000ສ円以下）からの࢓入れについては、࢓入税ֹ߇除することができな
くなることや、ࣄ務負担の増Ճなどの問題がࢦఠされています。インϘイス੍౓がಋ入されることに
ついて、どう考えますか。
①　ಋೖにはࢍ੒である	 ②　ಋೖには൓対である
③　わからない	 ④　その他

① ② ③ ④ 合　計
回答数 3,102 4,765 3,479 393 11,739
構成比 26.4% 40.6% 29.6% 3.4% 100%

問̓ ফඅ税／インϘイε制度ᶄ
インϘイス੍౓のಋ入にࡢ、͚޲年10݄より「適֨੥求ॻൃ行ۀࣄ者」の登録申੥が始まりました。

あなたの会社にお͚る登録申੥༧定をお聞かせください。
①　課税事業ऀであり、登録申੥をする（ຢは登録申੥した）
②　免税事業ऀではあるが、課税事業ऀとなͬて登録申੥をする（ຢは登録申੥した）
③　免税事業ऀであるが、登録申੥をするかݕ౼中である
④　登録申੥をする༧ఆはない
⑤　その他

① ② ③ ④ ⑤ 合　計
回答数 8,281 262 740 1,460 968 11,711
構成比 70.7% 2.2% 6.3% 12.5% 8.3% 100%

問̔ ফඅ税／インϘイε制度ᶅ
課税ۀࣄ者の方（現ࡏは໔税ۀࣄ者ではあるが、課税ۀࣄ者となる༧定の方もؚΉ）にお聞きしま

す。インϘイス੍౓ಋ入後の໔税ۀࣄ者との取Ҿについてお考えをお聞かせください（໔税ۀࣄ者の
方は、ۭཝのままで݁構です）。
①　͜Εまでとมわりな͘取引を行う	
②　課税事業ऀにならなけΕ͹取引は೉しい
③　̒೥ؒのܦաાஔがऴྃするまでは取引を行うが、そのޙについてはݕ౼していない
④　取引をするかしないかについてݕ౼していない	
⑤　その他

① ② ③ ④ ⑤ 合　計
回答数 4,797 1,526 2,176 2,074 677 11,250
構成比 42.6% 13.6% 19.4% 18.4% 6.0% 100%
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問９ 金融所得課税
政府は、一般投資家に配慮しつつ、市場への影響等も踏まえながら、金融所得（配当金、利子、株式
譲渡益など）に対する課税のあり方について検討することとしています。金融所得課税を見直すことに
ついて、どう考えますか。
①　金融所得への課税を強化する	 ②　現状のままでよい
③　金融所得への課税を軽減する	 ④　わからない
⑤　その他

① ② ③ ④ ⑤ 合　計
回答数 1,972 4,285 3,634 1,709 159 11,759
構成比 16.8% 36.4% 30.9% 14.5% 1.4% 100%

問10 地方税／固定資産税
地方の自主財源として大きなウエイトを占める固定資産税は、その税収が景気に左右されないことか
ら地方税に適していると言われています。その一方で、負担感の高まりなどから抜本的な見直しが必要
との意見があります。固定資産税を見直すとした場合、特に重視すべき点を２つ以内で選んで下さい。
①　商業地等の宅地の評価方法を見直す	 ②　家屋の評価方法を見直す
③　償却資産（事業用資産）への課税は廃止を含めて見直す	 ④　免税点を大幅に引き上げる
⑤　わからない	 ⑥　その他

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 集計枚数
回答数 3,864 4,103 6,634 1,900 1,298 301 11,824
回答率 32.7% 34.7% 56.1% 16.1% 11.0% 2.5% －

※回答率は、回答数を集計枚数（11,824枚）で除した数字である。

問11 マイナンバーカード
政府は、マイナンバーカードを新規に取得した方、健康保険証としての利用申込みを行った方、公金
受取口座の登録を行った方にマイナポイントを付与するなどのカード普及策を行っています。この普及
策についての考えをお聞かせください。
①　マイナンバーカードを取得し（取得しており）、健康保険証のみ利用申込みする
②　マイナンバーカードを取得し（取得しており）、公金受取口座のみ登録する
③　マイナンバーカードを取得し（取得しており）、健康保険証と公金受取口座の登録だけを行う
④　マイナンバーカードを取得し（取得しており）、上記①～③以外にも各種登録を行う
⑤　マイナンバーカードは取得する（取得している）が、各種登録は行わない
⑥　普及策にかかわらず、マイナンバーカードは取得しない

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 合　計
回答数 2,019 370 1,468 3,071 3,168 1,574 11,670
構成比 17.3% 3.2% 12.6% 26.3% 27.1% 13.5% 100%

問12 財政健全化
我が国の財政は国と地方の長期債務残高が1,200兆円を超し、先進国の中でも突出して悪化しています。
さらに、2022年より団塊の世代が後期高齢者に入ることから、今後、医療と介護の給付費が急増する
ことが見込まれています。我が国は先進国で最速のスピードで少子高齢化が進み、かつ人口が減少する
という極めて深刻な構造問題を抱えています。将来世代への負担の先送りを回避するため、財政健全化
をどう進めるべきだと考えますか。
①　歳出の削減と負担増の両方で対応する	 ②　税の自然増収と歳出削減で対応する
③　歳出削減を中心に対応する	 ④　負担増を中心に対応する
⑤　わからない	 ⑥　その他

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 合　計
回答数 4,189 2,083 3,339 411 1,093 572 11,687
構成比 35.8% 17.8% 28.6% 3.5% 9.4% 4.9% 100%

問13 社会保障制度
令和４年には団塊の世代が75歳以上の高齢者になり始めるなど、社会保障給付費の急増が見込まれ
ています。政府は、給付は高齢者中心、負担は現役世代中心というこれまでの社会保障の構造を見直し、
少しでも多くの人に「支える側」に回ってもらうことや、能力に応じた負担を求めることとしています。
社会保障の給付と負担のバランスについてどう考えますか。
①　給付水準を大幅に引下げ、負担も減らす	 ②　給付水準をある程度下げて、現行の負担を維持する
③　現行の給付水準を保つため、ある程度の負担の増加はやむを得ない
④　給付水準をさらに拡充させ、大幅な負担の増加もやむを得ない
⑤　わからない	 ⑥　その他

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 合　計
回答数 1,534 4,280 4,161 355 829 563 11,722
構成比 13.1% 36.5% 35.5% 3.0% 7.1% 4.8% 100%
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税 の Q & A

本年3月に、祖父甲が亡くなりました。祖父甲の長男であり、かつ、私の父であるAは10年前に亡くなっ

ていますので、私Xが孫として代襲相続することになります。私には兄弟姉妹はおりません。相続人は、配偶

者である祖母乙、私の叔母にあたる長女B及び長男Aの代襲者である私・孫Xの3人になります。

遺産は不動産、有価証券及び預貯金など2億円余りですが、2年前、私が社会人として祖父母方から独立す

る際、祖父甲から現金500万円を生計の資本として渡されました。これについては、翌年3月15日までに贈

与税485,000円を申告・納税しています。

この贈与（＝特別受益）を考慮して、遺産分割協議をした結果、叔母Bが有価証券2,000万円、私Xが預貯

金1,500万円を相続し、自宅不動産他残りのすべての財産を祖母乙が相続することになりました。

以上のことに基づいて、相続税の申告をすることになりますが、贈与を受けた現金500万円については、祖

父の遺産に含めて申告することになると聞いています。その場合、すでに納めた贈与税485,000円は、これ

から納める相続税から差し引くことはできるのでしょうか？

ちなみに相続税の総額のうち、私が負担すべき相続税は1,970,000円と算出されます。

『相続』においては、相続開始時の遺産価額に特別受益者の贈与時の財産価額を持ち戻して相続財産とみなし、まず、

各相続人の相続分を計算する。そして、相続人のうち特別受益者については、そこから贈与財産価額を控除した残額をそ

の者の相続分とすることになっている（民法第903条）。

《設例》においても、現金5百万円の贈与は孫Xの特別受益となり、遺産分割協議において考慮され、叔母Bと孫Xの相

続分の差額となって現れている。ところで、民法上、持ち戻す贈与財産に期限指定はなく、相続人にかぎって適用される

ので、10年前・20年前の贈与であっても持ち戻すケースが考えられ、遺産相続争いの原因ともなっている。

一方、『相続税』においては、課税技術上、暦年課税分の生前贈与財産について相続開始前3年以内の被相続人からの贈与で、

相続または遺贈により財産を取得した者は、相続税の課税価格に贈与財産価額を加算することになっている（cf.相続人

であっても、相続または遺贈により財産を取得していない者は加算の必要はなく、贈与税の課税関係で終了することになる）。

そして、この贈与財産に暦年課税分の贈与税が課されている場合、その者の算出相続税額から贈与税額（本税のみ）を控

除することになっている（相続税法第19条）。

すなわち、《設例》においては、　算出相続税額1,970,000円　－　贈与税額485,000円　＝　差し引き税額1,485,000

円を孫Xは、申告・納税することになる。このことから、贈与税は相続税の補完税であり、前払い的性格を有することが

わかる。ただし、この暦年課税分の贈与税額が算出相続税額を超えても還付はされない。つまり、税の精算という意味合

いはない。こちらは、相続時精算課税分の贈与税額控除に適用される。

相続税対策としての生前贈与で、不動産の持分贈与を暦年課税分として毎年実行することがあるが、合算した贈与税額

が算出相続税額を超えてしまうなんてことにならないように…。

亡くなる前々年分に贈与を受け、贈与税を申告・納付。

相続税の申告において、算出税額から贈与税を控除。

贈与税、…相続税の前払い？

税理士・CFPⓇ 　　越　智　　浩
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消 防 署 か ら の お 知 ら せ

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
   

 

消消防防団団員員はは、、ここんんななここととををししてていいまますす  

・地域の防災を知り、災害から地域や家族、大切な人を守る 

・消防団としての基礎を学ぶ（救命講習、防災知識等） 

・火災予防などの広報活動 

・小学校や地域の防災訓練で消防などのことを指導する 

・火災などの災害活動 

ここののよよううなな方方ででもも街街をを守守るるたためめのの力力ににななりりまますす  

・体力に自信がないけど、人の役に立つことをしてみたい 

・介護の経験がある。機械器具や車などの軽整備ができる 

・職場などで救命講習や防火管理の勉強をしたことがある 

・地元の地理などに詳しく、車の運転ができる          etc… 

消消防防団団のの入入団団要要件件  

幸幸区区内内にに在在勤勤、、在在住住、、在在学学でで１１８８歳歳以以上上のの健健康康なな方方です。地域とのコミュ

ニケーションが見直されるなか、消防防災で地域と繋がりませんか 

※市内他区、他都市の方については地元の消防団を御紹介します 

消消防防団団にに入入るるののはは難難ししいいけけどど、、共共感感ででききるる方方へへ  

・自宅の備蓄品や家具の固定などを見直してください 

・ハザードマップを確認してください 

・過去の大災害などを忘れずに備えてください。大災害では消防署、消防団の力だけでは 

災害対応力が不足する可能性があります。自助、共助の意識を高めてください 

お問合せ先【幸消防署】電話:044-511-0119 メールアドレス:84saiyo@city.kawasaki.jp 
 

  

幸幸 消消 防防 団団  

ホホーームムペペーージジ  

応応急急手手当当ＷＷＥＥＢＢ講講習習ににつついいてて  

普通救命講習３３時時間間→→２２時時間間にに短縮できます。 

※企業等からの依依頼頼により実実技技救救命命講講習習を開催できます。 

実技救命講習では、事前に WEB 講習を受講することで 

座学が免除され、実技中心の２時間講習になります。 

・受講申し込み等について 

川崎市消防防災指導公社 

０４４－３６６－２４７５、８７２１ 

・その他応急手当等については 

最寄りの消防署までお問合せください。 

応急手当ＷＥＢ講習を受講することで 

 

出典：消防庁 HP 

『『地地域域  家家族族をを守守るる  消消防防団団』』をキャッチフレーズに掲げ、川川崎崎市市をを守守りりまますす 

 

幸幸消消防防団団は、一一緒緒にに街街をを守守るる仲仲間間をを募募集集しています 
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活 動 報 告

第１回　理事会第１回　理事会 4月25日

新設法人説明会 新設法人説明会 5月11日

源泉部会研修会 源泉部会研修会 5月13日

女性部会　報告会 女性部会　報告会 5月17日

青年部会　報告会 青年部会　報告会 5月25日

源泉部会研修会源泉部会研修会 4月12日

第16回　法人会全国女性フォーラム第16回　法人会全国女性フォーラム
　　　 　（静岡大会） 　　　 　（静岡大会） 4月14日

初級簿記講習会 初級簿記講習会 4月15日～10日間

オンライン決算法人説明会 オンライン決算法人説明会 4月21日・5月26日

社員研修講座 社員研修講座 4月22日
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活 動 報 告

会場：
川崎日航ホテル

会場：川崎南税務署
講師：
東京地方税理士会
担当税理士
川崎南税務署
担当官

会場：カルッツかわさき
テーマ：
「給与所得の源泉徴収事務」
講師：
川崎南税務署
法人課税第２部門
沖野　上席国税調査官

会場：煌蘭

会場：煌蘭

会場：カルッツかわさき
テーマ：
「源泉徴収事務（基本編）」
講師：
川崎南税務署
法人課税第２部門
沖野　上席国税調査官

会場：ツインメッセ静岡
記念講演会：
「ショートフィルムのチ
カラ！多様性ある表現発
信とメディアリテラシー
の創出」
講師：
俳優　別所　哲也　氏

会場：
川崎市産業振興会館
講師：
東京地方税理士会　
川崎南支部
橋本　光志　氏

講師：
東京地方税理士会
担当税理士
川崎南税務署
担当官

会場：
川崎市産業振興会館
テーマ：
「正しい言葉遣いのマナー」
講師：
オフィスローラ代表
花田　恵美　氏

第１回　理事会第１回　理事会 4月25日

新設法人説明会 新設法人説明会 5月11日

源泉部会研修会 源泉部会研修会 5月13日

女性部会　報告会 女性部会　報告会 5月17日

青年部会　報告会 青年部会　報告会 5月25日

源泉部会研修会源泉部会研修会 4月12日

第16回　法人会全国女性フォーラム第16回　法人会全国女性フォーラム
　　　 　（静岡大会） 　　　 　（静岡大会） 4月14日

初級簿記講習会 初級簿記講習会 4月15日～10日間

オンライン決算法人説明会 オンライン決算法人説明会 4月21日・5月26日

社員研修講座 社員研修講座 4月22日
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川崎南法人会からのお知らせです

法人会ではコロナ禍による各種事
業の中止を余儀なくされるなか、税
務協力団体としての役目を果たすべ
く、各種情報発信を行っております。
会員企業のみなさまには、今後も
継続して有益な税に関する情報を直
接お届けする活動を行ってまいりま
す。
以下の冊子につきまして、必要な
会員企業さまに無償でご提供いたし
ます。（送料含無料）
ご希望の方は、法人会事務局まで
FAXを頂くか、メールにて会社名、
ご担当者さま、ご住所、連絡先、必
要冊子名及び部数をお知らせくださ
い。

【法人会事務局】　FAX : 044－276－8738　E メール info@km-hojinkai.or.jp info@km-hojinkai.or.jp

活動報告・法人会からのお知らせ

[渡田小学校5月13日][渡田小学校5月13日]

～小学校を訪問して租税教室を開催しました～

[さくら小学校5月26日][さくら小学校5月26日] [下平間小学校5月30日] [下平間小学校5月30日] [浅田小学校6月6日][浅田小学校6月6日]

女性部会・青年部会　租税教室女性部会・青年部会　租税教室

【作者紹介】神谷一郎（かみや・いちろう）　専修大法学部卒後、漫画プロダクションを経て漫画家に。
現在はフリーランスのイラストレーターとして、雑誌・広告・水彩画挿絵等で活躍中。

※

左
の
絵
と
右
の
絵
に
は
相
違
点
が
７
か
所

あ
り
ま
す
。

　見
つ
か
り
ま
す
か
な
？
（
答
え
は
15
頁
に

あ
り
ま
す
）

七
つ
の
間
違
い
探
し

七
つ
の
間
違
い
探
し

15

新入会員のご紹介・主要事業予定

● 税 務 無 料 相 談 ●
相 談 日

午後１時～３時
７月の相談日／５日㈫、12日㈫
８月の相談日／９日㈫、23日㈫

相談については、事前に事務局までご連絡ください。
場 所

公益社団法人 川崎南法人会事務局☎044-276-8731
川崎市幸区堀川町66-20（川崎市産業振興会館５F）

● 法 律 無 料 相 談 ●
相 談 日

ご希望の日程、時間をお知らせください
お気軽にご相談ください

場 所
横浜綜合法律事務所

横浜市中区日本大通11 横浜情報文化センター11F
相談については、事前に事務局までご連絡ください。

（☎044-276-8731）

８月
24日（水）
●決算法人説明会　

26日（金）
●消費税インボイス制度説明会

27日（土）～28日（日）
●第27回 かわさきロボット競技大会　

川崎南法人会　主要事業予定

７月
７日（木）
●第２回　広報委員会

14日（木）
●救急救命講習会　

19日（火）
●第２回　事業研修委員会

20日（水）
●新設法人説明会

21日（木）
●決算法人説明会　　

26日（火）
●租税教室＆映画鑑賞会　

新入会員のご紹介   （令和4年4月1日～令和４年5月31日）

支部名 法　人　名 代　表　者 所　在　地 業　　種 紹　介　者
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川崎南法人会からのお知らせです

法人会ではコロナ禍による各種事
業の中止を余儀なくされるなか、税
務協力団体としての役目を果たすべ
く、各種情報発信を行っております。
会員企業のみなさまには、今後も
継続して有益な税に関する情報を直
接お届けする活動を行ってまいりま
す。
以下の冊子につきまして、必要な
会員企業さまに無償でご提供いたし
ます。（送料含無料）
ご希望の方は、法人会事務局まで
FAXを頂くか、メールにて会社名、
ご担当者さま、ご住所、連絡先、必
要冊子名及び部数をお知らせくださ
い。

【法人会事務局】　FAX : 044－276－8738　E メール info@km-hojinkai.or.jp

活動報告・法人会からのお知らせ

[渡田小学校5月13日] [さくら小学校5月26日] [下平間小学校5月30日] [浅田小学校6月6日]

女性部会・青年部会　租税教室女性部会・青年部会　租税教室

【作者紹介】神谷一郎（かみや・いちろう）　専修大法学部卒後、漫画プロダクションを経て漫画家に。
現在はフリーランスのイラストレーターとして、雑誌・広告・水彩画挿絵等で活躍中。

※
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の
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と
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の
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す
。
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ま
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新入会員のご紹介・主要事業予定

● 税 務 無 料 相 談 ●
相 談 日

午後１時～３時
７月の相談日／５日㈫、12日㈫
８月の相談日／９日㈫、23日㈫

相談については、事前に事務局までご連絡ください。
場 所

公益社団法人 川崎南法人会事務局☎044-276-8731
川崎市幸区堀川町66-20（川崎市産業振興会館５F）

● 法 律 無 料 相 談 ●
相 談 日

ご希望の日程、時間をお知らせください
お気軽にご相談ください

場 所
横浜綜合法律事務所

横浜市中区日本大通11 横浜情報文化センター11F
相談については、事前に事務局までご連絡ください。

（☎044-276-8731）

８月
24日（水）
●決算法人説明会　
講師：川崎南税務署担当官　他
会場：川崎南税務署
時間：13：30～16：30

26日（金）
●消費税インボイス制度説明会
講師：川崎南税務署担当官
会場：川崎市教育文化会館
時間：14：00～15：00

27日（土）～28日（日）
●第27回 かわさきロボット競技大会　
会場：川崎市産業振興会館
予選：24日（土）　8：00～18：00
決勝：25日（日）　8：30～18：00

川崎南法人会　主要事業予定
（新型コロナウィルス感染症の影響により予定が変更になる場合がありますのでお問い合わせ下さい）

７月
７日（木）
●第２回　広報委員会
会場：煌蘭
時間：16：30～17：30

14日（木）
●救急救命講習会　
講師：川崎市消防防災指導公社
会場：川崎市産業振興会館
時間：13：00～16：00

19日（火）
●第２回　事業研修委員会
会場：カルッツかわさき
時間：15：00～17：00

20日（水）
●新設法人説明会
講師：川崎南税務署担当官　他
会場：川崎南税務署
時間：13：30～16：00

21日（木）
●決算法人説明会　　
講師：川崎南税務署担当官　他
会場：川崎南税務署
時間：13：30～16：20

26日（火）
●租税教室＆映画鑑賞会　
会場：川崎市産業振興会館
１部：租税教室
時間：13：00～13：45
２部：映画鑑賞会（さよならティラノ）
時間：14：00～15：40

新入会員のご紹介   （令和4年4月1日～令和４年5月31日）

支部名 法　人　名 代　表　者 所　在　地 業　　種 紹　介　者

南３ ㈱ ま つ み 食 品 松 實 隆 之 大島3-25-7 食肉卸売業 ㈱アップ総合企画

幸４ Ｔ Ｄ Ｋ 合 同 会 社 津 波 春 男 小倉3-17-35-202 電気工事 ＡＩＧ損害保険㈱

幸１ ㈱ 三 友 工 業 岩 原 吉 隆 堀川町72-21-1009 仮設鋼材加工、
整備、販売 事 務 局

中央 弁護士法人
エースパートナー法律事務所 阿 野 順 一 東田町5-3　

ホンマビル7F 法律事務所 大 川 原 建 設 ㈱

幸４ ㈱ Ｎ Ｏ Ａ 小 倉 宣 幸 小倉5-30-20　
プーレスハナミズキ201 運送業 ＡＩＧ損害保険㈱

南２ テ ィ ー コ ム ㈱ 大 城　　翼 小田7-1-1-114 建設業 ＡＩＧ損害保険㈱

間違い探し『野崎村』の答え　①のれんの「ワラビ柄」（中上）　②月（右上）　③行灯の枠（右中）　④ザルの数（左下）　⑤手ぬぐいの長さ（左下）　⑥影の大きさ（左下）　⑦大根の大きさ（右下）
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表紙写真　（一社）川崎市観光協会　提供
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川崎南法人会だより

新横浜支社川崎南営業所／神奈川県川崎市川崎区東田町5-2（川崎野村證券ビル5F）　TEL 044-211-2191




